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款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

汲み取り便所の水洗化による住環境の改善や公共用水域の水質保全のため、公共下水道

に接続可能な市民に接続を促す。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

　公共桝等を設置することにより、公共下水道へ接続することになる。

公共下水道への接続の促進を図るため、広報こまきの5月15日号、10月1日号に記事を掲

載。また、下水道課職員による未接続世帯に対する戸別訪問を11月に実施した。

◆24年度直接経費の内訳

　　公共桝設置工事費(26,649千円)
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　　公共桝設置工事費(26,649千円)

　　取付管設置工事費(49,828千円)

◆25年度直接経費の内訳

　　公共桝設置工事費(31,000千円)

　　取付管設置工事費(54,000千円)

1.50

0.00

0

90,701

7,995

財

源

110.0

00

00

90,797 92,995

84,472

93.0

84,472

90,797

100.1

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

国・県支出金

Ｈ24決算額

00

7,995

0.00

0

1.50

0.00

76,477

1.50

0

従事者数

82,706

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

対前年比

その他財源

90,701

正職員

一般財源

0

費用合計

7,995

要要要要

直接経費

無

7,995

92,995

0

0.00

千円 0 00その他財源 0



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

756

H25

事業の

達成状況

職員が未接続住宅を戸別訪問し、接続を推進する活動をした。

平成24年度の設置実績は、公共ます670件、取付管180件。
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高齢者世帯の増加による、経済的に接続が困難な世帯が増えている。
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一次評価のとおり。

下水道の目的である、汚水の速やかな排除による生活環境の向上、汲み取り便所の

水洗化による住環境の改善及び公共用水域の水質保全が果たせなくなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響
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未接続住宅を戸別訪問し、接続を推進する。
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の改善案

接続率をより向上するためには、他市の事例を参考に充実を目指す。
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果果果果

毎年700件ほどの接続があり、成果が出ていると思われる。

また、供用開始区域の拡大や区画整理事業の進捗により、接続可能な地域が増えて

いるため。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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減事項等）


